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要望書 

 

新型コロナウイルスによる脅威は未だに収束せず、はや二年が経過しました。本年度は一

時的に新規感染者数が減少し、落ち着きを取り戻しましたが、最近ではオミクロン株が流行

し始め第６波の渦中にあるといえます。まだまだ完全な収束が訪れそうにはなく、依然危機

的状況にあります。大阪府立大学でも、昨年に引き続きオンライン授業を導入し、課外活動

を制限するなどして、この状況に対応していることだと思われます。しかしながら、そうい

った環境が完璧に整備されているとはいえず、学生からも不満の声が寄せられています。 

 学生自治会としては、こういった学生の不満を少しでも減らすべく、大学当局におきまし

ては「２０２１年度要望書アンケート」（以下、学生アンケート）の結果を集約して得られ

た下記の各要望に鑑み、真摯かつ迅速に対応されることを切に要望するところであります。 

 

【要望内容】 

 

１  大学の授業に関して、次の内容を実施すること。 

  Ⅰ.  オンライン授業において、授業と呼べないような内容の授業が存在するためそ

ういったものを失くし、授業内容のクオリティの向上を図ること。 

  Ⅱ.  実習など対面授業ではないと学習が難しい授業がオンラインで行われ、一方向 

    で行われる座学の授業が対面で行われるなど、授業形態について疑問を感じる授

業が存在するため、判断基準となる規定を見直しすること。 

 

２  新大学に関して、次の内容を実施すること。 

  Ⅰ.  新大学へ移行しようとしている状況において、ポータルで通知があった情報が

時間割の変更程度で詳しい情報があまり開示されていないため、情報をポータル

など使い、学生全体に細かな変更点などを通達すること。 

  Ⅱ.  学生が新大学移行にあたって知りたいことを聞ける場を整備し、学生の疑問を

解決できる環境を整えること。 

 

３  食堂等の混雑による感染リスクが高まっているため、シュライクなどの学内設備を

開放し、こういった混雑を少しでも減らし、感染リスクを下げること。 

 

４  課外活動において、少人数であれば部室などの使用ができるように、制限を緩和する

こと。 

  



【詳説】 

 

１    本年度では、オンライン授業と対面の授業の両方の形式で授業が行われていま

した。対面の授業では、感染リスクに配慮しながらではありますが、今まで通りに

授業が行えていますが、オンライン授業ではその授業の方法が各教員に委ねられ

ています。そのため、動画などをアップロードするのではなく、教科書や図表のみ

で学習を進める授業などが存在しています。他にも、課題のフィードバックなどが

なく自分たちがどの程度、学習ができているかがわからないなどの意見を受けま

した。すべての授業がこうであるわけではありませんが、一部でこういった授業が

存在しており、授業料を払っているにも関わらず、それに見合わないように見受け

られます。そのため、授業内容を今一度改め、クオリティを向上させる必要がある

と考えます。 

     また、実習やディベート、ゼミなどの対面授業ではないと学習が難しい授業がオ

ンラインで行われ、座学などオンラインでも学習が行える授業が対面で行われる

といったことがあります。感染リスクを考慮してもオンライン授業は未だになく

すことはできないでしょう。そのため、授業内容についても目を向け、授業をオン

ラインでするか、対面でするかを判断するべきであると考えます。したがって、授

業形態についての判断基準を見直し、よりリスクを減らしながらも学生が学習を

しやすくすることが必要です。 

     よって、学生がよりよい授業を受け、また感染リスクを低下させることと学習を

行うことをうまく両立させるためにも、上記の内容の実現を要望するところです。 

 

２    新大学への移行が行われていますが、その情報があまり開示されていません。調

べればある程度の情報を得られますが、それ以上にポータルを使った告知があれ

ば、学生も目を向けやすく、情報を手に入れやすく感じられます。教養科目がどこ

のキャンパスで受けられるのか、元市立大学の施設利用に関するルールなど学生

がこれからの生活を送る上で必要となる情報は少なからずあり、そういったもの

を広く告知すれば学生の不安を少しでも解消できるように考えます。 

     また、告知される情報以外にも気になることは多くあると考えます。そういった

学生の疑問を減らしていくためにも、個別で質問に対応できる場を設けることが

適しています。気軽に質問ができる環境を整えることで学生の不安を軽減し、より

よい生活環境を作ることができると考えます。 

     よって、新大学に移行するにあたって、学生がわからないことが多くあるため、

そういった情報をポータルなどで告知し、また質問ができる場を設け、学生の疑問

に対応できるようにし、不安を解消するためにも上記の内容の実現を要望すると

ころであります。 



 

３    食堂などはお昼時には多くの学生が集まり、非常に混雑しています。それにはご

飯を食べるスペースが不足しているということも一因であると考えます。食堂周

りで食事を取れるスペースが少なく、学生が一箇所に集まってしまいます。これで

はコロナの感染リスクが高まってしまいます。シュライクなどを開放し、多くのス

ペースを作ることで学生がいる場所を分散し、密を避けられるようにすることで、

感染リスクを低下させ、より安全な環境づくりができると考えます。よって、シュ

ライクの開放などによって、学生の集まりを分散し、感染リスクを下げるために上

記の内容の実現を要望するところです。 

 

４    新型コロナウイルス感染対策の一環で、課外活動の活動制限が行われています。

これが必要なことであるのは理解しています。しかしながら、活動の中には少人数

や１人での活動を行いたい場合もあります。そういった場合でも、現状では活動が

制限されているため、行うことができません。そういった状況を鑑みて、この第６

波が落ち着いた際は、ある程度の条件付きで制限をもう少し緩和し、活動を行える

ようにするべきであると考えます。よって、より充実した活動を学生が行えるよう

にするためにも上記の内容の実現を要望するところです。 

 

  



学生アンケート結果報告 

投票総数：８３件    有効回答総数：８１件 

 
有効投票数：８１件 

 
有効投票数：８１件 

 



 

１短い～５長い 

有効投票数：８１件 

 

１説明が足りない～５満足 

有効投票数：８１件 



 

１少ない～５多い 

有効投票数：８１件 

 
有効投票数：８１件 

 

 



 
有効投票数：８１件 

 

Q オンラインの授業だが対面で行ったほうがいい、対面の授業だがオンライン

で行ったほうがいいというようなことを感じる授業はありましたか？ 

 
有効投票数：８１件 

 

Q その他、後期授業に関するご意見、ご感想がありましたら教えてください。 

（全 16 件、掲載省略）  



Q 後期授業期間中の課外活動は週にどれほど行いましたか？複数の団体に所属

している場合は各団体の平均をお答えください。 

有効投票数：８１件 

 

１満足～５不満 

有効投票数：８１件 

  



Q どうしてその回答を行ったか、よければ教えて下さい。 

（全 18 件、掲載省略） 

 

Q その他、課外活動に関してご意見・ご要望がありましたら教えてください。 

（全 9 件、掲載省略） 

  



 

有効投票数：８１件 

 

 

１賛成～５反対 

有効投票数：８１件 

Q どうしてその回答を行ったか、よければ教えてください。 

（全 4 件、掲載省略） 

 



Q 新大学になるにあたって不安なこと、知りたいこと等があれば教えて下さい。 

（全 15 件、掲載省略） 

  



 

有効投票数：１３件 

 

 

１十分～５不十分 

有効投票数：１３件 

 

Q キャンパス内でどこに駐輪場があれば便利になると思いますか？ 

（全 6 件、掲載省略） 



Q その他、大学生活や今後のことに関してご意見・ご要望がありましたら教え

てください。 

（全 20 件、掲載省略） 

 


